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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2017-05-01 No. 86 
 
 

IEC: 規格解説: CISPR 25 Ed.4車両等 - 車両搭載受信機の保護のための限度
値等(2/2) 

 
 「CISPR 25:2016 Ed.4.0 車両、小型船舶及び内燃機関 - 無線妨害特性 - 搭載受信機の保護
のための限度値及び測定方法」が、2016-10付けで発行された。本第 4版は、2008年に発
行された第 3版を廃止し、それに代わるものである。主な内容を解説する。 
 

USA: FCC: KDB: Part 15: 意図的放射器と共に使用するアンテナの要求事項
は？ 

KDB (知識データベース)より 
 パート 15の意図的放射器と共に使用するアンテナの要求事項  
 連邦通信委員会工学技術室試験所部門が発行した「パート 15の意図的放射器と共に使用す
るアンテナに関する基本的な機器認証ガイダンス」により、規定。従来、10件を超える
KDB文書で取り扱われていた件がこの一本の KDB文書で扱われる。 
 

USA: EPA: エネルギースターは初めてのスマートサーモスタット製品仕様を
決定 
 エネルギースターは、「スマートサーモスタットが単純なエネルギー消費制限や温度設定
をはるかに超える省エネの可能性を提供し、今回決定した製品基準が継続的な製品及びビ

ジネスモデルの革新をサポートするもの」と、認識している。 
 

カナダ: 官報通知 SMSE-007-17 ̶ 妨害引き起こし機器規格 ICES-003, Issue 
6 (修正 1)の発行 

官報通知 SMSE-007-17 ̶ ICES-003, Issue 6 (修正 1)の発行 
 全ての外部サーモスタット に対する規格への適合期限日を 2019/4/30 迄延期する 

 

EU: 解説: 無線機器指令 2014/53/EUの整合規格リスト更新(2017/4/12) 
無線機器指令 2014/53/EUの整合規格リスト更新(2017/4/12) 

 EN 301 427 V2.1.1等衛星地球局及びシステム（SES）関連規格 13件等、計 35件規格が新
規掲載 

EU: 医療デバイスに関する新しい EU 規則: 患者の安全を高め、公衆衛生を
近代化 
 欧州委員会は、公衆衛生と患者の安全の保護をより確保する、最新式でより強固な EU 法
制枠組みを設立する医療デバイスに関する二件の規制に対するその提案の欧州議会による

採択を、歓迎する。この二件の規制は、医療及びインビトロデバイスに対し数多くの改善

をもたらす: 
デバイスの 品質 安全 及び信頼性の改善、消費者への情報の透明性を強化、警戒及び市
場監視を高度化  

 

経済産業省: 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈（整合規格の採用）
改正 
 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈の一部（整合規格の採用）が改正 
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社長の独り言 
 
 

平成 29年 4月 25日 
濱口慶一 

こちらでは桜の季節が終わり、新緑の季節に入りつつありますが、まだ何か肌寒い日が続いていま

す。皆様はいかがお過ごしでしょうか？太陽の活動の影響ともいわれていますが、温暖化より氷河期

の方に進んでいるとの考えもあるようで、地球全体でも住みにくくなってきたように思います。 
 
今日は、東京電機大学出版局発行“世界市場を制覇する 国際標準化戦略”（原田節雄氏著）を先

ずご紹介させていただきます。2008 年に初版、2010 年に改定版が発行されています。著者の原田氏
はソニーに勤められ、IEC委員会活動に参加されていた経験を有する方で、
私は一度もお会いしたことはありませんが、製品安全の評価などに関わる

中でこの本の存在を知り、買い求めました。製品安全規格の紹介というよ

り、どのような過程で規格が作られていくのかが多様な方面からとらえら

れていて、私どもには非常に有益な一冊と言えます。製品規格の誕生の裏

表や外国の機関の取り組みなどの戦略が説明されています。製品安全分野

で活動される皆様にも一読して頂きたいと思います。特にキーポイントと

しての囲みに記述されているのは、著者の本音？でしょうか、何かビンビ

ンと伝わるものがありました。2010 年の改定版ですからそろそろ第二次
改訂版の用意を期待して行きたいと思いますし、時間がある限り何度でも

読み込んでいきたいと思います。 
 
もう一冊、ご紹介したいと思います。きっかけは、コスモス創立の 1987

年の数年後の昭和 63年 8月に発行された“製品安全の考え方 安全を問われる製品責任”(ウイリー・
ハーマー著、高橋恒彦監訳、小竹重信／杉渕斉訳 鹿島出版会)があります。この本を購入した頃には、
自分なりに良書と思い、出版社に在庫全てを発注し、お客様の窓口の方や社内のスタッフに配布して

読んで欲しいと言ったものです。私自身はその後も色々な機会にご紹介させていただきましたが絶版

となり、その関係で私も次第に忘れていました。最近社内にて外部の製品

安全業界で活躍されている方の社内セミナーを受けた時に、スタッフの一

人がセミナー受講時に持参してきており、それが講師の方の目に留まり、

「社長、君のスタッフの中には勉強熱心で素晴らしい本を読んでいるのが

いますね」と、お褒めの言葉をいただきました。 内心、実はと経緯を話
したかったのですが、その場はこらえました。 
この本の良いところは、付録 A として製品の危険・有害特性の解説が危
険の形の説明として懇切丁寧に記述されおり、また付録 B で設計後の危
険・有害性のチェックリストが紹介されています。現在のリスクチェック

リストの原型ではと私は考えています。最近製品規格には規格のテキスト

通りの製品であっても許容できるレベルにリスクが低減されていること

が求められるようになってきています。 
そういう流れの中で、原点に帰る意味でも、発刊は随分昔の物になります

が、一読される値打ちは十分にあると思いますし、これからリスク分析を

業務にされる方がおられましたら入門書としては最高と思います。ただ残念なのは絶版となってしま

っていますので、古本屋などで探すしかない点です。 
改訂版の発刊を強く希望して今月は終えたいと思います。 
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